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第１章　計画打合せ調査団の派遣

１－１　調査団派遣の経緯と目的

　インドシナ第一の大河であるメコン川による形成されたメコンデルタのうち、約半分の約

200万haは酸性が強く各種養分が乏しい酸性硫酸塩土壌地帯である。そのため有効活用され

ていない荒廃草原がこの地帯に広がっている。

　また、ヴィエトナムでは現在、人口の急激な増加が大きな問題となっており、メコンデル

タにおける酸性硫酸塩土壌の有効利用は、人口問題解決のためにもヴィエトナム南部地方の

最優先課題の一つである。そのため、もともとこの地域の酸性土壌に強く、住民に薪、建築

資材として広く利用されてきた樹種メラルーカによる造林と農業を組合せたメコンデルタ酸

性硫酸塩土壌地域の有効活用のための協力について、ヴィエトナム政府から要請があった。

　平成８年12月実施協議調査団を派遣しＲ／Ｄの署名交換を行うとともにTSIに係るミニッ

ツの署名交換を了し平成９年３月より長期専門家４名（土壌改良、苗畑、造林、業務調整）派

遣しているところである。

　これまでの日本側対応を踏まえ、今後の協力活動が、より効果の高いものとなるよう、ま

た円滑に計画が遂行できるよう当該時期に調査団の派遣を行い、相手国と協力内容について

の、詳細な検討を行いモニタリング評価調書の作成を行ない、コンセンサスを得ることとす

る。

　また、３年間という協力期間をふまえ、進捗状況を把握しプロジェクトに助言等を行うた

め当該調査団の派遣を行なった。

１－２　調査団の構成

団　　長 柴田晋吾 農林水産省　林野庁　計画課　海外林業協力室　課長補佐

土壌改良 森貞和仁 農林水産省　森林総合研究所　企画調整部　海外研究情報

調査科海外研究協力室長

苗畑・造林 井上泰子 農林水産省　林野庁　経営企画課付　計画課併任

計画監理 玉垣雅史 国際協力事業団　林業水産開発協力部　林業技術課　職員

１－３　調査日程

　派遣期間　平成９年８月４日～８月16日（19日）

日順　　月日　曜日　　　　　　　　　　内　　　　　　容

１　　８/４（月）　　成田→香港→ハノイ、専門家との打合せ

２　　　　５（火）　　JICA事務所打合せ、大使館表敬、MPI、MARD表敬

３　　　　６（水）　　FSIV 表敬、移動　ハノイ→ホーチミン
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４　　　　７（木）　　FSSIV表敬、人民委員会表敬、サイト視察

５　　　　８（金）　　プロジェクトとの協議、計画等検討

６　　　　９（土）　　同上、総領事館表敬

７　　　　10（日）　　移動　ホーチミン→ハノイ、団内打合せ

８　　　　11（月）　　MARD、FSIVとの協議

９　　　　12（火）　　ミニッツ案作成

10　　　　13（水）　　合同委員会・ミニッツ署名

11　　　　14（木）　　大使館、事務所報告　　　○団長及びJICA職員（２名）

12　　　　15（金）　　ハノイ→香港→成田　　　　FSIV・JICA事務所打合せ

13　　　　16（土）　　　　　　　　　　　　　　　専門家打合せ・資料整理

14　　　　17（日）　　　　　　　　　　　　　　　ハノイ　→　バンコック

15　　　　18（月）　　メコン委事務局長及びヴィエトナム担当官面談、FAO表敬

16　　　　19（火）　　　　　　　　　　　　　　　バンコック　→　成田

※　団長及びJICA職員については、15日～ 19 日別行程

１－４　主要面談者

ヴィエトナム計画投資省（Ministry of Planning & Investment ; MPI）

　PHAN DOANH　　Director, Agriculture and Rural Development Department

　NGUYEN XUAN TIEN　　Senior Expert, Foreign Economic Relations Department

　NGUYEN TIEN TRONG

ヴィエトナム農業地域開発省（Ministry of Agriculture & Rural Development ; MARD）

　NGUYEN CAT GIAO　　Director, Department of International Cooperation

　NUGUYN DINH HUONG　　Dipty Directer, Department of International Cooperation

　NGO SY HOAI　　Senior Expert, Department of International Cooperation

森林科学研究所　Forest Sience Institute of VIetnam

　HA CHU CHU　　Director

　DO DIRH SAM　　Depty Director

　DANG DINH CAT　　Head, International Cooperation Division

森林科学研究所南部支所　Forest Sience Sub-Institute of South VIetnam

　NGO DUC HIEP　　Director

　PHAM THE DUNG　　Vice Director
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ロンアン省農業地方開発部

　LE VAN DAT

ロンアン省人民委員会

　PHAM VAN DAU

　TRAN VAN THANH

　NGUYEN QUVI PHAN

日本大使館

　嘉治美佐子　参事官

在ホーチミン総領事館

　国枝　昌樹　総領事

メコン川委員会

　NGUYEN NHAN QUANG　　Director, Resources Development Division Secretariat

　SEIN MYA　Resources Information Specialist Secretariat

　BERTHOLD SCHREMPP Senior Watershed Management/Forestry Officer Secretariat

　HOUR LIM CHHUN Project Officer Forestry Secretariat

　HIROKO TANIGUTI Programme Planner/Coordinator Public Relation

　　　　　　　　 & Co-ordination Unit Secretariat

FAO

　MASAKAZU KASHIO Regional Forest Resourrces Officer

ヴィエトナムJICA事務所

　等々力　勝　所長

　畠山　　　　次長

　大久保　久俊

個別派遣専門家

　富永　隆志
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第２章　要　　約

　本調査団の目的は、①協力内容についての詳細な検討及びこれについての相手国との合意、

②進捗状況の把握とプロジェクトに対する必要な助言の２点でる。これらについての結果は

以下のとおり要約される。

２－１　協力内容の詳細について

　Ⅰ　プロジェクトの構成と活動内容、Ⅱ　モニタリング及び評価活動、及びⅢ　モニタリ

ング及び評価項目の３章から構成される「モニタリング評価計画書」を作成し、内容につい

て協議した結果、合意に達し、ミニッツを取り交わした。

　本計画書の作成はJICA「モニタリング・評価業務の手引書（案）（プロジェクト方式技術

協力編）（平成５年９月）の様式に乗っとって行われたが、初めての試みということもあり、

ベトナム側の理解を得ること及び英語訳を作成するに当たって多くの努力が払われた。

　Ⅰ章（プロジェクトの構成と活動）は、プロジェクトデザインマトリックス（PDM）及びプ

ランオブオペレーション（Plan of Operations、PO、活動計画）からなる。

　PDMは、プロジェクトの上位目標、目標、成果及び活動について、それぞれの目標等の達

成状況を把握するための指標、及びその入手手段、外部条件、投入を一枚の表に示したもの

である。（モニタリング評価計画書・表１参照）プロジェクトの目標はタンホア地区の「酸性

硫酸塩土壌における実用的な造林技術の開発」であるが、上位目標は、「メコンデルタの酸性

硫酸塩土壌地帯における未利用地の持続的な農林業利用の促進」である。成果は、１）土壌

改良技術、２）酸性土壌に適する樹種の選定、３）苗畑、保育技術、４）土壌改良における

環境影響緩和技術、５）造林技術ガイドラインの作成、６）展示林の設置の６点であり、そ

れぞれに対応して活動内容が定められた。さらに、各成果に対応して指標が定められた。

　PO は、これら６つの成果に対応した活動についての目標と指標、３年間の活動計画、責

任者、インプット及び特記事項をまとめたものである。（モニタリング評価計画書・表２参

照）３年間という限られた期限内に土壌改良、造林、苗畑試験、環境影響評価、造林ガイド

ラインの作成及び展示林の作設等盛り沢山の内容を実施しなければならないことから、展示

林の作設等についてもこれらの試験と並行して早い段階から実施せざるを得ない状況となっ

ている。

　Ⅱ章（モニタリング及び評価活動）については、（モニタリング評価計画書・表３）のモニ

タリング・評価の（暫定）スケジュールにもとづき実施される。本ミッションより半年後に

第１回目のモニタリングが行われ、その後約半年の間隔を置いて評価ミッションが派遣され

るまでの間に計３回のモニタリングが行われる。モニタリングのための十分なデータが責任

者から提供されなければならない。モニタリングレポートは、PO をベースに作成したプロ

ジェクト実績記入表（モニタリング評価計画書・表４）に基づき、目標達成度合を無印、*
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（25％）、**（50％）、***（75％）、****（100％）で示すこととした。

　評価は、JICAの評価ミッションとベトナムの関係者とによる共同評価チームにより行われ、

双方がサインを行う評価レポートが作成される。

　Ⅲ章（モニタリングと評価項目）について、モニタリングは（モニタリング評価計画書・

表４）のようにPOの目標及び成果をそのまま利用し、評価については、（モニタリング評価

計画書・表５）のとおり①目標達成度②成果の効果③効率性④妥当性⑤持続・自立発展性の

５点について具体的な指標を提示しておいた。

　なお、ミニッツの特記事項としては次の３点である。

①　プロジェクトサイトの名称は従来“Tan Thanh”であったが、“Thanh Hoa”と改称さ

れたため今後新名称と使うこと

②　合同委員会が開催され、その中でプロジェクトの進捗状況等についての議論が行われ、

プロジェクトがおおむね順調な滑り出しを見せていることが確認された。

③　ベトナム側からこのプロジェクトの成果をプロビンスレベルに知らしめる等の目的の

ためセミナーを開催してはどうかという申し出があり、これについては調査団としても

結構なことであり、プロジェクトで前向きに検討するよう提言した。

　　これについては、POの中に含める考え方もあったが、セミナーの規模や性格等につい

ても今後のプロジェクトの進捗状況や予算事情等を見極めつつ、可能性を検討する必要

があることから調査団見解として特記事項として記すに止どめた。短期間ながら一定の

成果を上げ、その区切りとして関係機関等をも招いたセミナーが開催されることを期待

するものである。

２－２　進捗状況の把握と助言等

　本プロジェクトは本年３月の開始と同時に４名の長期専門家が派遣され、TSI（暫定実施計

画）に基づき実施され半年が経過したところである。土壌改良分野については既存の試験等

のデータ収集及び試験地の設定が行われ、施工監理の短期専門家が近々派遣される予定に

なっている。

　造林、苗畑分野については、既存の文献等の収集、展示林の基礎設計、苗畑の作設準備が

完了している。

　本調査団により、PDM、PO、モニタリング及び評価の大枠が合意され、さらに合同委員会に

おいてPOの年次別計画及び初年度の計画の詳細が議論された。
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第３章　暫定実施計画の進捗状況

３－１　実施体制

3-1-1　長期専門家及びカウンターパート

　現在のプロジェクト実施体制としては長期専門家４名（リーダー兼土壌、苗畑、造林、業

務調整）及び各分野２名以上のカウンターパート（別紙参照）で運営している。

　カウンターパートはFSIV及びFSSIVのスタッフで、プロジェクトの専属でなく他の業務も

兼務している。また、今後林業機械分野のカウンターパートが加わる予定である。

　カウンターパートの英語力については、若年職員については概ね可能であるが中堅以上の

職員については不得手の人が多く、特にカウンターパート研修の人選に苦慮している。

　着任後プロジェクトチーム内規を作成し、専門家及びカウンターパートによる週、月例会

議も軌道に乗っている。技術面では分野ごとに協議をすすめ、月例会議において協議結果を

報告することとなっている。

3-1-2　短期専門家

　９年度については、施工管理・・・（苗畑施設造成）、環境調査（環境配慮）、林業機械（ブ

ルドーザー、バックホー等の機械のオペレーション）、測量技術（地形図作成等）分野各１名

の派遣を要望している。

　10年度については、樹病、造林分野等の専門家の派遣を計画している。

3-1-3　プロジェクトオフィス

　FSSIV内に３室を提供され、リーダー用１室、造林・苗畑専門家用１室、業務調整用１室

に割り当てそれぞれに通信機器、パソコン等事務環境が整えられている。

　短期専門家は業務調整用室の兼用となるため、複数の短期専門家派遣時には手狭になると

思われる。

　業務調整室には英語のできる秘書がおり、専属で仕事をしている。

　FSSIV の敷地内には20 ㎡程のグリーンハウスが設置されている。

3-1-4　プロジェクトサイト

　プロジェクトサイトはロンアン省タンホア郡トゥイタイ村にある。面積は約780haであり、

FSSIVからの距離は約80㎞、雨期は車で約１時間半、さらに船で約２時間かかるが、乾期は

車で２時間の行程である。乾期は12月から６月、雨期は６月から11月であり、10月から11

月にかけては洪水期となり、水位の最高期には、現地の管理小屋で40㎝～１ｍの床上浸水に
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なる。プロジェクトサイトの付近は酸性硫酸塩土壌の土地で、農民は縦横に設けられた運河を

利用して交通、物資の輸送など行っており、商店や家屋は運河の岸辺に沿って建てられている。

　プロジェクトサイトの土地は1990年にSFFIVがロンアン省の人民委員会から使用を許可さ

れた場所である。現在サイト内の約40haには Eucalyptus、Acacia、Melalucaの試験的な植

林が行われているが、その他の箇所は荒廃したアシの原か、またはメラルーカの自生潅木林

となっている。

　サイトの入り口、苗畑建設予定地に管理小屋が１棟あり、管理人が２名常駐している。

　井戸があり、300ｍの地下より水を汲上げているため、水質はほぼ問題無いということで

ある。管理人はサイトの管理のほかヤム芋の生産を行っている。

　電気、電話は無い。

　現在サイト内の造林デザインについて案を作成中である。サイト内に建設中の苗畑、水路、

橋、サイトオフィス等の施設について現在施工管理短期専門家を派遣する計画で工事にとり

かかっている。９月末までの工期を終えたのち、10月、11月には工事車両等が使用不能とな

るため、残りの工事については12月から３月までの工期で契約する。

3-1-5　国内支援体制

　国内委員として、土壌、環境、造林、育苗、適正技術、土木分野各１名を委任しており、

支援体制としている。

３－２　活動の進捗状況

3-2-1　土壌改良分野

１．土壌改良分野における現在までの活動実績

（１）　土壌調査では、プロジェクトサイト全体からランダム（任意）に10点を選び、検土

杖による土壌調査を行っていた。また、土壌調査方法については講習を行っている。

（２）　土壌分析では、検土杖で採取した土壌を分析するとのことで、pH、EC、土性を分析

中である。

（３）　試験地地拵えは、人力による盛土試験区の設定が終了していた。

（４）　土壌pH観測では、プロジェクトサイト内に設定した地拵え試験区の盛土部と原土の

表層pHの観測を継続している。

（５）　既存資料の収集・解析を行ったとのことである。

２．現在までの成果

　調査団が現地滞在時は、データ整理中とのことで、具体的な成果を確認できなかっ
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た。人力地拵え試験区の設定は終了していた。

　活動実績の土壌pH観測はTSIに先行する形で実施されている。

３．問題点

　ランダムとはいえ、土壌調査地点が地図上に記緑されていない。土壌改良専門家の

見解は、最終的には何らかの形でプロジェクトサイトの立地区分図を作成するとの意

向で、データ整理をこまめに行う必要がある。

　既存資料を収集したとされているが、既存土壌改良方法の問題点の整理など、活動

成果が具体化されていない。

　土壌改良方法として、盛土以外の方法が検討されているか不明。実行するか否かは

別として、レヴーは必要と考えられる。

４．計画実行上の留意点

（１）　土壌改良分野は、リーダーが兼務しており負担が大きい。幸い、本協力計画の

Project DirectorであるFSIV次長Dr.Samがヴェトナム森林土壌の第一人者である

ので、土壌改良分野における今後の活動については、博士のプロジェクト進行管理

に期待する。

（２）　土壌改良分野の活動計画に、作物試験があげられているが、本協力計画の目的は

森林造成技術の開発であり、限られた期間内で成果をあげるためには、記載しない

ほうがよい。

（３）　盛土用供与機材が日本製１セットだけで、故障時の対処問題とともに、現地が湿

地のため、稼働可能期間が非常に短くなることが懸念される。

（４）　プロジェクト・サイトに適した造林樹種としてはメラルーカ類が有望で、現実的

であるとみられ、ユーカリ、アカシアについてはどの程度植栽可能か不明であるた

め、協力期間が３年と短いので、メラルーカ中心に考えるほうがよい。

3-2-2　造林分野

１．現在までの活動実績

　プロジェクトサイトを踏査し必要な基盤整備を計画し、大まかなレイアウトを作成

した。既存の造林地、試験林等を視察する中でプロジェクトサイトのタンホアやFSSIV

所有のタンタオにおいて試験林の林分測定手法について技術移転するとともに樹種決

定の参考となるデータ資料を収集した。このほかメコンデルタにおけるMelaluca造林

地の状況、Eucalyptus 植林のための機械地ごしらえの状況を調査した。

　それらの結果をもとに３年間のおおまかな植林計画を作成し、また97年度造林事業
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計画案を作成し、一部地ごしらえを実施した。試験林での樹種や試験項目については

現在検討中である。

　（１）地拵え方法の開発

　土壌改良担当との連携により、盛土地拵えを６月に人力により実行した。

　（約２ha）この箇所はEucalyptusのポット苗を約５千本、本年12月ごろに植栽す

る予定である。高さ60 ㎝の盛土で２メートル幅の列と４メートル幅の列を設けた。

各列における植栽苗木の本数、配列、植栽方法等については検討中である。

　人力による地拵えは、非常にコストがかかることがわかった。（＄900／１ ha、約

180人工／１ha　５万ドン／１日当り労賃；６月期）公務員の月給が30万ドン～50

万ドンであることを考えると非常に割高である。

　これは周辺で大規模な国道工事を行っているため労賃が高騰、一定の額を提示しな

いと人手が集まらない状況にあることなどが原因と考えられる。今後はブルドー

ザー、バックホーを購入したのち、それらの機械を用いた地ごしらえ方法の開発を計

画する。造林対象地は強度の湿地であるため、稼働期間が限られるという困難な状況

にあるため、当地の実情に適合した方法を開発していく必要がある。

　今後1997年度内の地ごしらえ実行の予定としては、雨期後（11月頃）現在伐期に

達したEucalyptusが植栽されている箇所（約８ha）についてこれを伐採し、地拵え

を行い（Acacia約 15千本を12月ごろに植栽する予定）、また現在未利用の雑灌木地

内（約10ha）において、雨期後トラクターによる機械地拵えを行う（Melaluca約40

千本を12月～１月頃植栽予定）。

供与機材が間に合わなかった場合、トラクターはチャーターして使用する。

　Melalucaは冠水に比較的強く、Eucalyptusは冠水に約２週間程度の耐性があるの

に対し、Acaciaは弱いなど樹種により特性があるため、地拵にあたっては盛土の高

さに留意する必要がある。

　（２）樹種選定のための調査

　土壌改良担当により、プロジェクトサイトの土壌を分析中である。どのような土

壌にどのような基準で植栽樹種を選定するかについては現在資料を収集し、検討中

である。

　前出のFSSIVのタンタオ試験林は、ホーチミン市から西に25㎞、車で約１時間ほ

どの造林試験地で、面積は約32haである。運河沿いの舗装道路に面しており、運河

にかかる橋を渡って入る。入り口付近に管理小屋があり管理人がいる。この管理小屋

のすぐ隣に仮設苗畑を設置した。（苗畑に項の詳述）

　試験林の土壌は酸性硫酸塩土壌である。
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FSSIVのスタッフにより、Eucalyptus、Acacia、Melaluca等の樹種について産地別に

約25種、盛土高、幅などを変え試験造林をしている。しかしデータの計測方法、蓄

積、管理方法に不十分な点があるため、プロジェクトサイトで応用できる形に整えて

いく必要がある。同様のことがタンホアのプロジェクトサイト内に設置されている試

験林にもあてはまる。40haの試験植林はほとんどが植栽後10年未満のEucalyptusで

あり、一部Acaciaの植林地でもある。約２haが Melalucaの試験林となっており、

ここでは36 種の産地別成長試験が行われており、９種がViet Nam 産でその他は

Austreria産である。1994年に植栽し、毎年１回樹高、直径等を計測している。Nguyen

氏（苗畑のカウンターパート）によれば、樹齢３年現在において、Austreria産の

ものの中にViet Nam産のものより約1.2倍成長が良いものがあった、ということで

ある。

こちらの試験林においても計測方法等に不十分な点があるため、専門家が指導し林分

調査を行い、樹種選定のためのデータの収集にあたった。

　今後産地のはっきりした種子の購入により、樹種選定のための試験区を設け、

Eucalyptus、Acacia、MelalucaのそれぞれについてProvenance testを行っていく

予定である。これは土壌改良分野の担当する土壌分析の結果とあわせて実行していく

必要がある。

　（３）保育

　保育の分野においては下刈りの回数による植栽木の成長に対する影響を計測する予

定である。このほか山火事防除の調査、技術移転を行う予定である。

　Melalucaは油分を多く含み、精油の原料となるという長所をもつ一方、燃えやす

いため、乾期には毎年山火事の被害が発生している。運河が防火線の役割を果たして

いるが不十分であるため、当地に適合した防火線の設置などの山火事防除技術を取得

する必要がある。

3-2-3　苗畑分野

　１．現在までの活動実績

　プロジェクトサイトを踏査し、苗畑設置位置を確定の上、基盤整備の工事を開始さ

せた。しかし、基盤整備工事が終了しないと苗畑の本格的使用ができず、また、道路

事情等から雨期に現地に頻繁に行くことが困難であるため、FSSIVのプロジェクトオ

フィス敷地内のグリーンハウスにて、播種試験を行うと同時に仮設苗畑をホーチミン

市内にあるFSSIVの試験地であるタンタオに設け、そこで各種試験及び今年度に必要

な苗木の生産を行っている。
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　このほかメコンデルタにおける既存の苗畑施設を視察し、苗木生産の参考となる資

料を収集した。

（１）育苗

プロジェクトサイト（タンホア）のモデル苗畑の設置位置を確定し、基盤整備にとり

かとりかかっている。苗畑設置の基盤資料を得るため、Kiengan省で台湾とViet Nam

合弁企業が行っている造林と苗畑施設を視察した。

　また、AustreriaのCSIROより産地のはっきりした種子を購入し、FSSIVのプロジェク

トオフィスにあるグリーンハウスを利用して播種試験を開始した。Viet Nam産のもの

について現在種子の購入を検討中であるが、産地のはっきりした種子の購入が難しいと

いう問題点がある。今後さし木苗等による苗木生産技術も取得していく予定である。

（２）仮設苗畑

　仮設苗畑を設置するため、FSSIVのタンタオ試験林にて現地調査を行い、簡易苗畑

施設を設置中である。仮設苗畑はモデル苗畑の建設が完了するまでに必要な苗木の生

産を行わなくてはならないため、上述のとおりEucalyptus５千本、Acacia15千本、

Melaluca40千本の計60千本を生産する予定である。苗床は煉瓦で周囲を囲い、砂利

をしいて水はけを良くし、当地の湿潤な気候に適合させた設計としている、10ｍ×

１ｍの苗床を４基設置したところであるが、まだ生産量に対し不十分であるため、増

設を予定している。

　仮設苗畑にはこのほか井戸とポッティングハウスが設置されている。井戸は240ｍ

の深井戸となっているが、水質が多少悪いため改善方法について考案中である。

　ポッティングハウスは屋根だけの構造の吹き抜けとなっている。用土は川砂、プロ

ジェクトサイトの土、もみがら炭の３種を混合する予定であり、ポッティングハウス

の中に１ｍ幅の仕切りを設けそれぞれの用土をすでに配置している。

　プロジェクトサイトの土は現地より輸送し、川砂ともみがら炭は購入する。付近が

米作地帯であるため、もみがら炭は安価で容易に調達できる。

3-2-4　造林技術ガイドラインの作成と展示林の設置

　プロジェクトの技術開発の成果としてガイドラインを得る予定としている。

展示林、モデル苗畑については前述のとおりおおまかな設計が終了しているが、試験内容を

勘案し詳細な計画を立てる必要がある。

　ガイドライン、展示林についてはプロジェクトにおいて開発した造林技術を、メコンデル

タ酸性硫酸塩土壌地域の造林技術指導者が地域の農民に普及する際、また、造林事業が実施

される際に利用しうる形を目標に今後整備していく予定である。
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3-2-5　プロジェクト活動の現在までの問題点

　プロジェクトの開始から現在までは基盤整備等が忙しく、具体的に何を試験するのか、何

を調査項目としてどう結果を分析するのか、何をもって開発された技術とするべきか、と

いった点についてまだ十分に検討されているとは言えない。

　既存資料を収集したとされているが、収集した資料等をもとに、現在までの技術の分析、

具体的に今までの調査研究の中で、技術的に確立されていることと確立されていないことを

整理し、事業を具体化するにあたって不足している内容について適切で効率的な試験方法を

選ぶ、という方法がとられていない。例えば現在すでに、人力地拵えを実行していたが、そ

こでの具体的な試験方法等については検討中であり、植え幅等を計算した上で盛土幅を決定

しているわけではない。

　今後の活動計画においては、事業の具体化より先に未定である試験項目等の技術的検討を

分野別に、またプロジェクトチームですすめた上で実行していく必要がある。

３－３　投入実績

現在までの日本側投入実績は次のとおりである。

　　長期専門家　　　　４名

　　現地業務費　　　　応急対策費1,196 千円

　　　　　　　　　　　造林推進対策費31,347 千円

　　　　　　　　　　　一般現地業務費4,990 千円

　　　　　　　　　　　機材（本邦・現地調達）申請中。

　　　　　　　　　　　　・現地調達については９月初旬契約予定

　　　　　　　　　　　　・本邦購送については、９年度中の購送予定である。

　　　　　　　　　　　　・

　　Ｃ／Ｐ研修員受入　平成９年度については２名の研修員の受入を予定している。

　　　　　　　　　　　10年度においては２～３名の希望がある。

第４章　モニタリング・評価計画

４－１　プロジェクトの計画内容

4-1-1　ＰＤＭ

　今回の調査団派遣前にプロジェクトにおいて作成された（案）を基に協議のうえ、修正を

加え作成した。プロジェクト目標、上位目標、成果については既に実施協議調査の際相手側

と合意済であり、今回調査においても大きく変更すべき点が認められなかったため、主に活
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動小項目、指標及び指標データの入手先について検討を行ないモニタリング評価計画書表１

のとおり合意した。

　Ｒ／Ｄのマスタープランと今回作成のＰＤＭとの差異は、成果５の「造林技術マニュアル

の整備」を当該プロジェクトの成果品のイメージに合わせるため「造林技術ガイドラインの

整備」としたのみである。

4-1-2　全体活動計画

　ＰＤＭ同様、調査団派遣前にプロジェクトにおいて作成された（案）を基に協議のうえ、

修正を加え作成した。

　プロジェクト目標及び成果の達成のため、ＰＤＭに示された活動をブレイクダウンし、と

りまとめを行なった。また、作成された全体活動計画を基にさらに詳細に記述した年次計画

書及び活動実績表を作成した。

４－２　モニタリング・評価

　モニタリング・評価については今回作成、合意したモニタリング・評価計画書にそって行

なう旨合意した。詳細については２章２－１に述べたとおりである。

　当該計画書については、作成及び計画に基づいたモニタリング等は他に事例がなく実施に

ついては試行錯誤的に行なわれることとなるが、その経験と努力は「モニタリング評価の手

引き」及び今後同様の計画書を作成するであろう多くのプロジェクトとって非常に有用とな

るであろう。

第５章　協議議事録の交渉経緯

５－１　交渉経緯

　相手国側との協議にあっては、事前のプロジェクトによる内容説明等もあり、本邦におい

て協議した対処方針のとおり、大きな変更はなかったが、FSIVよりプロジェクト成果のセミ

ナー開催の要望があったため、開催に関し調査団としてプロジェクトに対し検討するよう申

し入れた旨、ミニッツに記載した。

　その他の相手よりのコメントは以下のとおりであった。

１．当該プロジェクトの成果である造林技術については、社会経済状況（農民）にも配慮

したものとしてほしい。
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２．造林技術については、特に環境に与える影響について注意を払わなければいけないこ

とが強調された。

５－２　合意事項

１．モニタリング評価計画書が別添のとおり合意された。

２．その他の合意事項

（１）　プロジェクトサイトの地名がタイタインからタイホアに変更されたことにより、

プロジェクトサイトの名称も変更する。

（２）　合同委員会においてプロジェクト活動の進捗が論議され、1997年３月の開始後概

ね順調に行なわれてることが確認された。

（３）　ヴィエトナム側より、プロジェクトの最終年度において、プロジェクトの成果を

広めるためにセミナーの開催について提案があったため、調査団はその重要性をみ

とめ、プロジェクトのさらなる検討を奨めた。

第６章　その他特記すべき事項

６－１　メコン川委員会プロジェクト等との連携

　本プロジェクトはメコン委員会の活動区域であるとともに、当委員会において昨年までの

５年間にわたってオーストラリアの拠出による同様の内容のプロジェクトが行われており、

当プロジェクトの成果の上に立ち、本プロジェクトを実施することが重要であることから、

本調査団の成果とプロジェクトの進捗状況の報告等のために帰国前に当委員会に立ち寄り、

担当官等との会議をもった。

　その結果、メコン委員会の当該プロジェクト（酸性土壌地帯造林プロジェクト）の成果を

本プロジェクトに十分反映すべきと互いの認識を確認した。

　当該メコンプロジェクトは本プロ技と土壌改良以外は類似の内容にもとづいて実施された

ものであり、その結果は、20冊程度のレポートにまとめられている。（最終報告書とレポー

トの一覧表を入手）

　本調査団としては、プロジェクトがすでに開始後半年間経過し、Ｒ／Ｄ及びＰＯ、ＰＤＭ等

の変更は困難なことから、当面大至急（１～２ヶ月以内）にメコンプロジェクトの成果等につ

いて把握し、本プロジェクトとしては数々のデータや教訓の上に残り２年半という限られた期

間で、既に見い出されている知見については繰り返して試験等を実施することは避け、残され

た課題等を中心に取り組み、メコンプロジェクトの成果の集大成を図ることを提言する。

　なお、本メコンプロジェクトについては、フォローアップ協力を行うことも計画されてお
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り、一層緊密な情報交換の継続が必要である。

　さらに、酸性土壌の管理プロジェクトもＳＩＤＡの拠出のもとに実施済であり、そのPhase

Ⅱの実施が計画されている。当プロジェクトの成果も十分に活用すべきである。

　また、ＦＡＯのアジア太平洋地域事務所の樫尾森林資源計画官に本プロジェクトの概要説

明を行い、樫尾氏からは種々の有益なアドバイスを得た。（詳細は、附属資料参照）

６－２　労賃、雇用量の確保について

　年間労賃の変動が激しく周辺で大規模な国道整備を行っているため労賃が高騰する傾向に

ある。また、今後植え付け、地ごしらえ、下刈り等地元の労働力を活用する必要があるが、

農繁期と重なるため、このため一定の額の提示をしないと雇用量の確保が難しい。

６－３　雨期における現地への移動について

　ボートを購入し、タンアンより水路を使用しているが、片道３時間半を所要する。

　より高速なボートを購入するとともに、安全管理体制を整備する必要がある。

６－４　人民委員会

　造林、伐採、建築、雇用等ほとんどの事業に人民委員会の許可が必要である。

　現在のところプロジェクト、FSSIVとの関係は良好であるが、許可が得られないと事業の

実行に支障をきたす恐れがあるため、常に気づかう必要がある。

６－５　洪水量の想定

　ここ数年、洪水期の期間、水量が不安定で推測が困難な状況になってきている。
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